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論文内容の要旨
ダールグレンら (1985)は広義ユリ科を分岐分類学に基づいて29科に細分した。スズラン科はその内の
・つで、 18属約273*重を含んでいる。しかしこの科では形態的な共有派牛形質が知られていなかった。
また、以前の分子系統学的研究において、分子系統樹上でのスズラン科Jt辺の部分は分岐があまりできず、
スズラン科のまとまりや近縁分類群との系統関係は謎のままであった。
本研究では、進化速度の速いtrnK遺伝子領域の塩慕配列を分ヂ系統学的解析のために開発し、この遺伝
子領域と、一般的に用いられているrbcLj宣伝手領域との両んを解析することにより、詳細なスズラン科の
分了系統を構築した。また同時に、白mpylandra属の l新種の記載と、スズラン科の30分類群の核増分析
を行った。
これらの結果に基づくと、スズラン科を分轄し、挟義スズラン科、アマドコロ科、ジャノヒゲ科を設
立することが妥当と考えられる。また、 Rohdeα(オモト)属は Campylandra属と同一、 Tricalistra属は
Tupistra属と同一であると考えられる。さらに一属一種の単型属とされていたPelω印 nthes属の中にはい
くつかの形態種が包含されると考えられる。
次に、分子系統樹上に、形態や染色体の諸形質の状態をプロットし、多様化の道筋を推定した。その結
果、狭義スズラン科とアマドコロ科では染色体基本数は基本的に減少し、狭義スズラン科では骸烈は連続
タイプから三烈タイフへと派生したと考えられる。狭義スズラン科とアマドコロ科では、花粉外層のテク
タム構造が消失する方向に進化していったと考えられる。
論文審査の結果の要旨
この研究は、単子集植物の中で最も分類が混乱している植物群の内の一つであるスズラン科の新しい分
類体系の設立を目指した研究である。スズラン科は、 18属約273種を含む比較的大きな科で、形態的な
共有派生形質は知られておらず、その分頬は今まで混乱していた。また、以前の分了系統学的研究におい
て、分子系統樹|ーでのスズラン科周辺の部分は分岐があまりできず、スズラン科のまとまりや近縁分類群
との系統関係は謎のままであった。
この研究では、進化速度の速いtrnK遺伝子領域の塩基配列を分子系統学的解析のために開発し、この遺
伝子領域と、一般的に用いられているrbcL:i宣伝手領肢との両万を解析することにより、詳細なスズラン科
の分子系統を構築した。また同時に、 Compylandra属の l新種の記載と、スズラン科の30分類群の核引分
析を行った。
これらの結果に基づくと、スズラン科を分轄し、挟義スズラン科、アマドコロ科、ジャノヒゲ科を設
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立することが妥当と考えられる。また、 Rohdeα(オモト)属は白mpylandra属と同一、 Tricalistra属は
Tupistrα属と阿ーであると考えられる。さらにー属一種の単型属とされていたPeliosanthes属の中にはい
くつかの形態種が包含されると考えられる。
次に、分子系統樹上に、形態や染色体の諸形質の状態をプロットし、多様化の道筋を推定した。その結
果、狭義スズラン科とアマドコロ科では染色体基本数は基本的に減少し、狭義スズラン科では核型は連続
タイプから二型タイフ。へと派生したと考えられる。狭義スズラン科とアマドコロ科では、花粉外層のテク
タム構造が消失する五向に進化していったと考えられる。
この研究は、詳細な分子系統樹を作成し、その系統樹によって形態や染色体の形質進化が合理的に解釈
できることを確認したよで、その系統樹を反映する形で新しい分類体系を設立しており、分子系統学誕生
以降の系統分類学の一つの方向性を提示したと言える。また、 trnK遺伝ー了ー領域の塩基配列を分子系統学的
解析のために開発し、より詳細な分子系統構築への道を切り開いた。従って、この研究は、今後の植物系
統分類学、分子系統学の発展に寄与するところ大である。よって、本論文は博士(毘学)の学位を授与す
るに値すると審査した。
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